
区分

板橋区計 板橋消防署管内 志村消防署管内

5/31
現在

前年
同期

増減
5/31
現在

前年
同期

増減
5/31
現在

前年
同期

増減

火
災
件
数
（件
）

合計 ５２ ６３ －１１ １７ ２４ －７ ３５ ３９ －４

建
物
火
災

建物計 ３７ ４４ －７ １１ １６ －５ ２６ ２８ －２

全焼 １ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ １

半焼 １ ３ －２ ０ ２ －２ １ １ ０

部分焼 ５ １３ －８ ２ ７ －５ ３ ６ －３

ぼや ３０ ２８ ２ ９ ７ ２ ２１ ２１ ０

車両 ２ １ １ １ ０ １ １ １ ０

その他 １３ １８ －５ ５ ８ －３ ８ １０ －２

焼損床面積（㎡） ４５７ ３０５ １５２ ５ １１８ －１１３ ４５２ １８７ ２６５

焼損表面積（㎡） ３２９ １９５ １３４ ５ ７１ －６６ ３２４ １２４ ２００

死傷者数(人)
死者 ３ ３ ０ １ ２ －１ ２ １ １

傷者 １２ ９ ３ １ ３ －２ １１ ６ ５

令和６年

順位 区分 件数

１位 電気関係 ２０

２位
放火

放火疑い
９

３位 その他 ８

４位 ガステーブル等 ３

火災件数・焼損床面積・死傷者数など

出火原因別件数（板橋区内）

※ 数値はすべて速報値となります。

令和６年板橋区内火災状況（令和６年５月３１日現在）

令和６年５月末現在の板橋区内の火災は
前年同期比で１１件減少し５２件となって
おり、残念ながら火災による死者が３名発
生しています。
火災の原因としては電気機器やコンセン
ト、コネクタなどを含む電気関係が非常に
多くなっております。火災による被害を低
減させるには、早期発見・早期通報が重要
になってきます。住宅用火災警報器の点検
や、コンセントの掃除、タコ足配線を避け
るなど、大切な命や財産を守るため、日ご
ろから出火防止、被害の軽減対策に心掛け
ましょう。

火災の概要

資料３



夏本番前から熱中症予防対策

図１ 過去５年間の熱中症による救急搬送人員（各年６月～９月）

東京消防庁管内※では過去５年間（各年６月から９月まで）に、２７，９６９人が熱中症（熱
中症疑い等を含む）により救急搬送されました。令和５年の熱中症による救急搬送人員は過去
５年間で最も多い７，１１２人で、令和４年と比較すると１，０９９人増加しました。

昨年の夏（６月から８月）の平均気温は北・東・西日本でかなり高くなり、全
国の平均気温として気象庁の統計開始以降最も高くなりました。東京都では年
間の猛暑日（最高気温が３０℃以上）の日数が９０日、熱中症警戒アラートが
発令された日数が２６日と、すべて過去最多を記録しました。

▶エアコンをつけずに就寝し、起床後、身支度行為中にめまいを感じた後に意識を失ったも
の。同僚が訪れ、床上に倒れている傷病者を見つけ救急要請したもの。
２０代 熱中症（中等症） 気温２６．３℃ 湿度８５％

過去の熱中症による救急搬送事例

▶夕方頃、屋外で作業中に胃痛、悪寒、脱力、筋肉痛、手足の痺れを発症。水分補給するも
嘔吐してしまうため救急要請したもの。
２０代 熱中症（中等症） 気温２７．４℃ 湿度６９％

〇室内で熱中症になった事例

〇屋外で作業中に熱中症になった事例

熱中症予防のポイント

〇暑さに体を慣らしていく（暑熱順化）。

▶日頃からウォーキングなどの運動をすることで、汗をかく習慣を身につけ、熱中症にかか
りにくい暑さに強い体をつくりましょう。

〇高温・多湿・直射日光を避ける。

屋外では・・・▶ 帽子や日傘を使いましょう。▶ 日陰を選んで歩きましょう。
▶ こまめに休憩しましょう。
屋内では・・・▶ 扇風機やエアコンを使用しましょう。

▶ ブラインドやすだれで直射日光を遮りましょう。

熱中症について



夏本番前から熱中症予防対策②

▶ のどが渇く前に、こまめに水分補給をしましょう。特に高齢者は注意しましょう。
▶ 起床時、入浴前後にも水分を補給しましょう。
▶ 大量の汗をかいた時は塩分も補給しましょう。

▶ スポーツを行う人はもちろん、指導者等も熱中症について理解しましょう。
▶ 大量の発汗があった場合は、スポーツドリンクなどを摂取しましょう。
▶ 応援や観戦などでも熱中症が発生しています。水分をしっかり補給し、注意
を怠らないようにしましょう。

▶車のような空間は短時間で室温が上昇し、事故につながります。
▶ 子供を車の中で、決して一人にしないでください。

▶ 地面に近いほど輻射熱は高くなります。
▶ 子供は大人の想像以上に輻射熱等の影響を受けていると考えましょう。
▶ 子供の体調変化に注意しましょう。

〇水分補給は計画的、かつ、こまめにする。

〇運動時などは計画的な休憩をする。

〇乗用車等で子供だけにしない。

〇子供は大人よりも高温環境にさらされている。



救急車の適時・適切な利用をお願いいたします！

例年、夏季は気温の上昇とともに熱中症による救急要請が増加しま
す。救急出場が増加すると、通報を受けてから救急車の到着までに時
間を要することとなり、救える命が救えなくなってしまいます。熱中
症予防対策は自分だけではなく、誰かの命を救うことにも繋がります。
熱中症は重症化すると命の危険を伴うものです。夏本番に向けて、

熱中症予防対策を行い、熱中症に強い体を作りましょう！！

救急車ひっ迫アラート」とは？

救急要請が増加し、非常用の救急車の出場の必要が高まった場合、救
急出場体制のひっ迫度合いをお伝えするとともに、救急車の適時・適
切な利用を強く訴えかけることを目的としています。

東京消防庁が令和４年中に受けた１１９番通報は、
１０３万６６４５件に上り、統計上はじめて１０
０件を超えました。その中には緊急性のない問合
せや、消防に関係ないものが約２割含まれていま
す。また令和４年中の東京消防庁救急隊の出場件
数は８７万２０７５件でした。救急搬送された方
のうち入院を要さない軽症と判断された割合は５
３．４％で半数以上を占めています。

緊急性が低い通報

〇電気が消えなくなった。なんとかしてほしい
〇お店の電話番号を教えてほしい
〇今やっている病院を教えてほしい

救急車の要請が多く、到着までに時間が
かかってしまいます。真に救急処置の必要
がある人のもとに救急車が到着できるよう
ご協力をお願いします。不要不急の電話に
ついては、最後までお話を聞かずに切断す
る場合があります。



種類

効果

 てんぷら油火災を含め、さまざまな火災に対応！

 持ち運びしやすく、早い初期消火につながる！

 取り扱い方法は簡タン！

エアゾール式
簡易消火具

スプレータイプで手軽！

リサイクル
東京消防庁公式YouTubeで学べます。

住宅用消火器
コンパクト！

消火器
性能抜群！

持っていますか？マイ消火器

 不要になった消火器を廃棄する
場合は、お住まいの自治体また
は消火器リサイクル推進セン
ター（TEL03-5829-6773)にお問
い合わせください。

 消防署で消火器の廃棄は行って
いません。

消火器具を使用した火災
のうち、約８割が被害軽
減に効果がありました。

火災を初期段階で食い止
めるために、ご家庭に消
火器を備えましょう。

使用方法販売場所
 ホームセンターや防火設備取扱
店、インターネットショッピン
グなどでも購入できます。

 消防職員が消火器を販売するこ
とはありませんので、悪質な訪
問販売にはご注意ください。

住宅用消火器の適応火災表示例

わが家は、

どれにしよう

※『令和５年版火災の実態』より引用


